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表紙*アクセス通知用*

第 89 回 定時株主総会

招 集 ご 通 知
　

日時
　

2023年６月29日（木曜日）
午前10時

場所
　

富山市堤町通り１丁目４番３号
野村證券株式会社富山支店５階ホール

株主総会資料の電子提供制度が導入されましたが、
当社は、制度導入初年度の対応として書面交付請求
の有無に関わらず、一律に従前どおり書面でお送り
しております。

株主総会のお土産はご用意しておりません。

北陸電気工業株式会社
証券コード：6989

　

決議
事項

　

第１号議案 定款一部変更の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締

役を除く。）5名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役５名選任

の件
第４号議案 当社株式の大規模買付行為に関す

る対応方針（買収防衛策）継続の
件

目次
　
第89回定時株主総会招集ご通知 ……… 1
事業報告 …………………………………… 5
連結計算書類 ……………………………… 20
計算書類 …………………………………… 22
監査報告 …………………………………… 24
株主総会参考書類 ………………………… 29

　 　



2023/05/25 12:54:26 / 22948492_北陸電気工業株式会社_招集通知_電子提供措置用

招集ご通知

(証券コード6989)
2023年６月7日

株　主　各　位
富山県富山市下大久保3158番地
北 陸 電 気 工 業 株 式 会 社
代表取締役社長 多 田 守 男

【当社ウエブサイト】
https://www.hdk.co.jp/japanese/financ_j/fnc005_j.htm

【株主総会資料　掲載ウエブサイト】
https://d.sokai.jp/6989/teiji/

【東京証券取引所ウエブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第89回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第89回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供
措置をとっており、インターネット上の以下の各ウエブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウエブサイ
トにアクセスの上、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

（上記東証ウエブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「北陸電気工業」又は「コード」に当社
証券コード「6989」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／ＰＲ情報」を順に選択して、「縦覧書類」に
ある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）
　株主総会のご出席に際しましては、新型コロナウイルス感染予防のため、開催日時点での状況、ご自身の体調
をご確認いただき、マスクの着用を含め適切にご判断賜りますようお願い申し上げます。
　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（郵送）によって議決権を行使することができま
すので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月28日（水曜日）午後５時までに議決権を
行使していただきますようお願い申し上げます。

[インターネットによる議決権行使の場合]
　当社指定の議決権行使ウエブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセスしていただき、本招集ご通知と
あわせてお送りする議決権行使書用紙に表示された「議決権行使コード」及び「パスワード」をご利用の上、画
面の案内にしたがって、議案に対する賛否を上記の行使期限までにご入力ください。
　インターネットによる議決権行使に際しましては、後記の「議決権行使についてのご案内」をご確認ください
ますようお願い申し上げます。
[書面（郵送）による議決権行使の場合]
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使期限までに到着するよう返送ください。

敬　具
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招集ご通知

１．日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時
２．場 所 富山市堤町通り１丁目４番３号

野村證券株式会社富山支店５階ホール
（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

３．株主総会の目的事項
報 告 事 項 ⑴ 第89期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計算書類

の内容ならびに会計監査人および監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
⑵ 第89期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 定款一部変更の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）5名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役５名選任の件
第４号議案 当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）継続の件

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
(1)書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛

成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
(2)インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われた議決権行使を有効なものとしてお取り

扱いいたします。
(3)インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、到着日時を問わず、インターネットに

よる議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。
(4)代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方1名を代理人として株主総会にご出席いた

だけます。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。
(5)議決権の不統一行使をされる場合は、株主総会の日の3日前までに議決権の不統一行使を行う旨とその理由を書面

により当社にご通知ください。
以　上

記

◎当日出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウエブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後
の事項を掲載いたします。

◎会社法改正により、電子提供措置事項について上記の各ウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認いただくことを原則と
し、基準日までに書面交付請求をいただいた株主様に限り、書面でお送りすることとなりましたが、本株主総会において
は、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送りいたします。

　なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第13条の規定に基づき、お送りする書面に
は記載しておりません。
①事業報告の「業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況」
②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
③計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

　したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査
等委員会が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い
申し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席する方法

書面（郵送）で議決権を
行使する方法

インターネットで議決権を
行使する方法

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

議決権行使書用紙に各議案に対する
賛否をご表示のうえ、切手を貼らず
にご投函ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

株主総会開催日時 行使期限 行使期限

2023年6月29日（木曜日）
午前10時

2023年6月28日（水曜日）
午後5時到着分まで

2023年6月28日（水曜日）
午後5時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

第2・3号議案

⃝ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
⃝ 一部の候補者に反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

第1・4号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見 本

※議決権行使書用紙はイメージです。

書面（郵送）およびインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱
いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いい
たします。
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

見 本

見 本

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

新しいパスワードを登録する。3

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９：00～21：00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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事業の経過およびその成果、設備投資の状況、資金調達の状況、対処すべき課題

事 業 報 告
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

１. 企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過およびその成果

当連結会計年度の世界経済は、コロナ禍で生じた供給制約にウクライナ情勢による資源調達難
が加わったことからインフレが進行し、さらに中国のゼロコロナ政策による都市封鎖および規制
緩和後の感染急拡大の影響やグローバルに継続する半導体供給問題などにより、欧米、アジアと
も景気は減速基調となりました。
わが国におきましては、ウイズコロナの生活様式定着に伴い個人消費の持ち直しが見られまし

たが、資源価格の高騰および円安に伴う物価上昇から回復の動きは緩やかなものとなりました。
そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、自動車の生産が中国の都市封鎖お

よび半導体の供給制約継続により伸び悩み、また、スマートフォンやパソコンの需要が減少した
ことから、電子機器の生産および電子部品需要は弱含みの推移となりました。
こうした状況のなかで、当社グループ（当社および連結子会社）におきましては、付加価値率

の高い新分野への拡販を図る一方、生産効率の改善に努めました。
その結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高が45,459百万円（前期比＋12.4％）、営業

利益は2,941百万円（同＋41.7％）となり、経常利益は円安に伴い為替差益515百万円を計上し
たことから3,581百万円（同＋40.6％）となりましたが、顧客の民事再生手続開始の申立てに伴
う取引先関連事業損失2,004百万円およびカナダにおける集団民事訴訟の和解金93百万円を特
別損失に計上したことから、親会社株主に帰属する当期純利益は647百万円（同△66.8％）と
なりました。
セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　電子部品
電子部品は、自動車関連向けを主体にモジュール製品が増加し、売上高44,425百万円（前

期比＋12.4％）、営業利益3,907百万円（同＋29.3％）となりました。

－ 5 －
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事業の経過およびその成果、設備投資の状況、資金調達の状況、対処すべき課題

②　金型・機械設備
金型・機械設備は、金型がアミューズメント向けに、機械設備が外部顧客向けにそれぞれ増

加したことから、売上高763百万円（同＋12.2％）、営業利益47百万円（同＋167.6％）と
なりました。

③　その他
その他は、商品仕入及び不動産業等に係る事業であり、売上高563百万円（同△14.0％）

営業利益95百万円（同＋1.2％）となりました。

(2) 設備投資の状況
　当連結会計年度の設備投資は、モジュール製品の増産のための機械装置を主体に行い、全体で
922百万円となりました。

(3) 資金調達の状況
　特記すべき事項はありません。

(4) 対処すべき課題
　自動車電子化の進展、機器の高機能化、ＩｏＴなど技術革新が進む市場の変化に対応した取組
みに努め、収益性の向上と財務体質の強化を図ってまいります。
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財産および損益の状況の推移

期　別
区　分

第86期
2019年度

第87期
2020年度

第88期
2021年度

第89期（当期）
2022年度

（連結経営指標）

売 上 高 (百万円) 38,711 32,825 40,448 45,459

経 常 利 益 (百万円) 918 655 2,548 3,581

親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 663 447 1,949 647

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円．銭) 79.24 53.47 232.89 77.36

総 資 産 額 (百万円) 34,945 35,692 40,959 42,979

純 資 産 額 (百万円) 12,656 13,287 15,950 17,107

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円．銭) 1,511.79 1,587.51 1,906.08 2,043.56

（個別経営指標）

売 上 高(百万円) 29,497 27,021 34,649 38,720

経 常 利 益(百万円) 580 487 1,440 1,963
当 期 純 利 益
又 は 当 期 純 損 失(△)(百万円) 477 470 1,106 △ 545
１ 株 当 た り 当 期 純 利 益
又は1株当たり当期純損失(△)(円．銭) 57.07 56.17 132.24 △ 65.16

総 資 産 額(百万円) 30,527 31,901 35,799 35,468

純 資 産 額(百万円) 11,993 12,504 13,323 12,446

１ 株 当 た り 純 資 産 額(円．銭) 1,432.55 1,494.00 1,592.13 1,486.78

(5) 財産および損益の状況の推移

(注)  「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号2020年３月31日)等を第88期の期首から
適用しております。
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重要な子会社の状況、主要な事業内容

会 社 名 資 本 金 当 社 の
出 資 比 率 主 要 な 事 業 内 容

北 陸 興 産 ㈱ 80百万円 100% 不動産の賃貸および保険代理業

朝 日 電 子 ㈱ 50百万円 100% チップ抵抗器の製造

ダ イ ワ 電 機 精 工 ㈱ 80百万円 91% 金型の製造販売

ＨＤＫマイクロデバイス㈱ 450百万円 100% モジュール製品の製造

北 電 マ レ ー シ ア ㈱ 125百万M$ 100% 回路基板の製造販売

上 海 北 陸 微 電 子 ㈲ 27百万US$ 100% モジュール製品の製造販売

北 陸 電 気 （ 広 東 ） ㈲ 6百万US$ 100% 抵抗器の製造

天 津 北 陸 電 気 ㈲ 4百万US$ 100% 電子デバイスの製造

北陸（上海）国際貿易㈲ 4百万US$ 100% 電子部品の販売

北 陸 シ ン ガ ポ ー ル ㈱ 13百万S$ 100% 電子部品の販売

Ｈ Ｄ Ｋ タ イ ラ ン ド ㈱ 152百万THB 100% モジュール製品の製造販売

(6) 重要な子会社の状況（2023年３月31日現在）

（注）北電マレーシア㈱、上海北陸微電子㈲、ＨＤＫタイランド㈱の当社の出資比率のうち、間接所有分はそれ
ぞれ、21％、70％、100％であります。

事 業 主 要 製 品 ま た は 業 種

電子部品 抵抗器、モジュール製品、電子デバイス、その他の電子部品

金型・機械設備 金型製造業、機械製造業

その他 非直線素子の仕入販売、不動産賃貸業、保険代理業

(7) 主要な事業内容

－ 8 －
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主要な営業所および工場、従業員の状況、主要な借入先

名 称 所 在 地 名 称 所 在 地

本社

東京営業所

大阪営業所

北関東営業所

静岡営業所

北陸営業所

名古屋営業所

北陸興産㈱本社営業所

皮膜工場

富山県富山市

東京都品川区

大阪府枚方市

埼玉県熊谷市

静岡県静岡市

富山県富山市

愛知県名古屋市

富山県富山市

　　 〃

機構部品工場 富山県富山市

高周波部品工場 　　 〃

ＰＲＣ工場 富山県立山町

楡原工場 富山県富山市

圧電工場 　　 〃

ＨＤＫマイクロデバイス㈱ 　　 〃

朝日電子㈱本社工場 富山県朝日町

野村エンジニアリング㈱ 神奈川県大和市

北電マレーシア㈱本社工場 マレーシアジョホール州

上海北陸微電子㈲本社工場 中国上海市

(8) 主要な営業所および工場（2023年３月31日現在）

（注）上記の他、販売子会社をアメリカ、シンガポール、中国、タイ、香港に、製造子会社を中国、タイに有し
ております。

従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減 数

1,907名 19名増

(9) 従業員の状況（2023年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 北 陸 銀 行                 4,878百万円

株 式 会 社 北 國 銀 行 1,346

株 式 会 社 富 山 銀 行 1,229

株 式 会 社 日 本 政 策 投 資 銀 行 1,154

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 974

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 966

(10) 主要な借入先（2023年３月31日現在）

－ 9 －
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会社の株式に関する事項、会社の新株予約権等に関する事項

(1)  発行可能株式総数 25,000,000株
(2)  発行済株式の総数 9,250,099株（うち自己株式878,702株）
(3)  株主数 6,658名

株　　主　　名
当社への出資状況

持株数 持株比率

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 671千株 8.02％

北 電 工 取 引 先 持 株 会 445 5.32

北 電 工 従 業 員 持 株 会 374 4.48

株 式 会 社 北 陸 銀 行 331 3.96

成 川 武 彦 272 3.26

株 式 会 社 北 國 銀 行 218 2.61

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 185 2.22

前 田 建 設 工 業 株 式 会 社 164 1.97

株 式 会 社 富 山 銀 行 139 1.67

コ ー セ ル 株 式 会 社 112 1.35

株　式　数 交付対象者数
取締役（監査等委員を除く） 4,189株 6名

２. 会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）

(4)  大株主（上位10名）

（注）１.　当社は自己株式878千株を所有しておりますが、上記大株主から除外しております。
２.　持株比率は、発行済株式の総数から自己株式（878千株）を除いて計算しております。

(5)  当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況

（注） 当社の株式報酬の内容につきましては、事業報告12頁「（2）取締役の報酬等」に記載してお
ります。

３. 会社の新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

－ 10 －
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会社役員に関する事項

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況
代 表 取 締 役 社 長 た

多
 

 
 

　
 

 
だ

田
 

 
 

　
 

 
もり

守
 

 
 

　
 

 
お

男

専 務 取 締 役 たに

谷
 

 
 

　
 

 
かわ

川 　 　 　
さとし

 聡 開発本部長

常 務 取 締 役 しも

下
 

 
 

　
 

 
さか

坂 　
りゅう

 立 　
しょう

 正 
管理本部長
北陸興産㈱代表取締役

取 締 役 たか

高
 

 
 

　
 

 
た

田
 

 
 

　
 

 
やす

裕
 

 
 

　
 

 
ひろ

弘 経営改革本部長

取 締 役 にし

西 　 
むら

村 　 
ゆう

裕 　 
じ

司 コンポーネント事業本部長

取 締 役 むら

村 　 
かみ

上 　 
よし

吉 　 
のり

憲 HDKマイクロデバイス㈱代表取締役社長

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ・ 常 勤 ） やま

山
 

 
 

　
 

 
した

下 　 　 　
すすむ

 進 

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） きた

北
 

 
の

之
 

 
その

園
 

 
 

　
 

 
まさ

雅
 

 
 

　
 

 
ゆき

章 桜川協和法律事務所弁護士

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） きく

菊
 

 
 

　
 

 
しま

島
 

 
 

　
 

 
さと

聡
 

 
 

　
 

 
し

史 堤商事㈱代表取締役社長

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） い

井
 

 
 

　
 

 
むら

村
 

 
 

　
 

 
かず

一
 

 
 

　
 

 
あき

明
井村一明税理士事務所所長
中村留精密工業㈱社外監査役

４.会社役員に関する事項
(1) 取締役の氏名等（2023年３月31日現在）

（注）１．2022年6月29日開催の第88回定時株主総会において、西村裕司氏および村上吉憲氏は新たに取締役に選任され就任いた
しました。

２．監査等委員会の情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて監査の実効性を高め、監査・監督機能を
強化するために、山下  進氏を常勤の監査等委員として選定しております。

３．取締役（監査等委員）北之園雅章氏、菊島聡史氏および井村一明氏は社外取締役であります。
４．取締役（監査等委員）北之園雅章氏は、弁護士の資格を有しております。
５．取締役（監査等委員）菊島聡史氏は、長年金融機関に勤務し要職に携わってきた経歴や企業経営者としての経験から、金

融および経済に関して相当程度の知見を有しております。
６．取締役（監査等委員）井村一明氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有しており

ます。
7．取締役（監査等委員）北之園雅章氏、菊島聡史氏および井村一明氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指

定し、同取引所に届け出ております。
８．当社と各社外取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締

結しております。当社契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。
９．当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、当社取締役を対

象とした被保険者が負担することになる法律上の損害賠償金および争訟費用を当該保険契約により填補することとしてお
ります（ただし、法令に違反することを被保険者が認識しながら行った行為に起因する損害等を除く。）。当該保険契約
の保険料は全額会社負担としています。

－ 11 －
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会社役員に関する事項

(2)　取締役の報酬等
① 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　当社は、2022年５月26日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る
決定方針を決議しておりますが、2023年３月28日開催の取締役会において、その趣旨に反し
ない範囲で表現の明確化等の変更決議をしております。当該取締役会の決議に際しては、予め
決議する内容について指名・報酬諮問委員会へ諮問し、答申を受けております。
　取締役会は、代表取締役社長多田守男に各取締役の報酬等の額の決定を委任しております。
委任した理由は、当社全体の業績等を勘案し各取締役の役割と責務を検討するには代表取締役
が適していると判断したためであります。
　また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決
定方法および決定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していること
や、指名・報酬諮問委員会からの答申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に
沿うものと判断しております。

取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容の概要は次のとおりです。
イ. 基本方針

当社の取締役の報酬制度は、企業の持続的な成長と中長期的な企業価値向上に向けた健全
なインセンティブとして十分に機能するよう、株主の利益と連動した報酬体系とする。監査
等委員である取締役を除く取締役の報酬水準は、役員のキャリア要件ならびに業績等を勘案
し、役割と責務に相応しい水準とすることを基本方針に、毎年、過半数を独立社外取締役で
構成する指名・報酬諮問委員会に代表取締役がその内容を諮問し、相当であることの答申を
得た上で取締役会にて決定する。監査等委員である取締役の報酬は、固定報酬のみとし監査
等委員の協議により決定する。

ロ. 報酬の構成及び割合
業務執行取締役の報酬は、固定報酬、業績連動報酬である賞与および非金銭報酬である株

式報酬から構成する。固定報酬と非金銭報酬の割合は、固定報酬の水準と安定性を重視し、
株主利益の追求にも配慮して定める。業績連動報酬については、業績向上に対するインセン
ティブが働くよう、固定報酬または非金銭報酬に対する割合に制限は設けない。

ハ. 固定報酬の額等の決定（報酬等を与える時期等の決定を含む。）に関する方針
当社の取締役の固定報酬は月例の金銭報酬とし、役位、職責、在任年数に応じて他社水

準、当社の業績、従業員給与の水準をも考慮しながら、総合的に勘案して決定するものとす
る。

ニ. 業績連動報酬、非金銭報酬の内容および額等の決定（報酬等を与える時期等の決定を含
む。）に関する方針
業績連動報酬は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため、業績指標を反映し

た金銭報酬である賞与とし、直近の決算期における連結売上高および連結営業利益額の目標
値に対する達成度合いに応じて算出される額を事業年度終了後に年１回支給する。

－ 12 －
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会社役員に関する事項

区 分 報酬等の総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数

(名)固定報酬 業績連動
報酬 株式報酬

取 締 役（監 査 等 委 員 を 除 く）
（ う  ち  社  外  取  締  役 ）

９５
（－）

８６
（－）

５
（－）

   3
（－）

６
（－）

取　締　役（監　査　等　委　員）
（ う  ち  社  外  取  締  役 ）

２８
（１３）

２８
（１３）

－
（－）

－
(－）

４
（３）

合 計
（ う  ち  社  外  取  締  役 ）

１２３
（１３）

１１４
（１３）

５
（－）

   3
（－）

１０
（３）

非金銭報酬は、当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与するととも
に、株主との一層の価値共有を進めることを目的に、当社の普通株式（譲渡制限付株式）を
支給する報酬とする。中長期的な社会価値の創出やＥＳＧへの取組等の非財務状況も勘案
し、事業年度ごとに年１回付与する。業務執行取締役は、取締役会の決議により、譲渡制限
付株式報酬に充てるものとされた金銭報酬債権の全部を現物出資財産として払込み、当社の
普通株式について発行または処分を受けるものとする。非金銭報酬については、各取締役に
対する支給額は役位ごとに設定する。

ホ. 個人別の報酬等の内容に関する決定の方法
個人別の報酬額および支払い時期については、取締役会決議に基づき代表取締役がその具

体的内容について委任を受けるものとし、その権限の内容は、各取締役の固定報酬、業績連
動報酬、非金銭報酬の額及び割当株式数とする。

当該権限が代表取締役によって適切に行使されるようにするため、役位ごとの支給水準、
算定方法または付与水準の考え方に関しては、代表取締役がその内容について指名・報酬諮
問委員会に諮問し、代表取締役はその答申を得ることを上記の委任の条件とする。代表取締
役は当該答申の内容を踏まえて決定しなければならない。

② 当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１. 取締役（監査等委員を除く。）の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれてお
りません。

２. 取締役（監査等委員を除く。）の固定報酬および業績連動報酬の限度額は、2022年６月29日開催の
第88回定時株主総会において年額200百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議い
ただいております。また、別枠で、2022年６月29日開催の第88回定時株主総会において、譲渡制
限付株式付与のための株式報酬額として年額20百万円以内と決議いただいております。当該株主総
会終了時点の取締役（監査等委員を除く。）の員数は、６名です。

３. 取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2017年６月29日開催の第83回定時株主総会において年額
45百万円以内と決議いただいております。当該株主総会終了時点の取締役（監査等委員）の員数
は、４名です。

－ 13 －
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会社役員に関する事項

区 分 氏 名 出席状況、発言状況および社外取締役に
期待される役割に関して行った職務の概要

社 外 取 締 役
（監査等委員） 北之園　雅　章

当事業年度に開催された取締役会14回全てに、また監査等委
員会14回の全てに出席いたしました。主に弁護士としての専
門的見地から監督、助言等を行うなど、意思決定の妥当性、
適正性を確保するための適切な役割を果たしております。ま
た、コンプライアンス体制等について適宜、必要な発言を行
っております。

社 外 取 締 役
（監査等委員） 菊 島 聡 史

当事業年度に開催された取締役会14回全てに、また監査等委
員会14回の全てに出席いたしました。主に金融や経済の見地
や企業経営者としての経験から、監督、助言等を行うなど、
意思決定の妥当性、適正性を確保するための適切な役割を果
たしております。また、コーポレート・ガバナンス等につい
て適宜、必要な発言を行っております。

社 外 取 締 役
（監査等委員） 井 村 一 明

当事業年度に開催された取締役会14回全てに、また監査等委
員会14回の全てに出席いたしました。主に税理士としての専
門的見地から監督、助言等を行うなど、意思決定の妥当性、
適正性を確保するための適切な役割を果たしております。ま
た、内部監査等について適宜、必要な発言を行っておりま
す。

(3)　社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

・取締役（監査等委員）北之園雅章氏は、桜川協和法律事務所の弁護士であります。当社と
兼職先との間に特別な関係はありません。

・取締役（監査等委員）菊島聡史氏は、堤商事(株)の代表取締役社長であります。当社と兼
職先との間に特別な関係はありません。

・取締役（監査等委員）井村一明氏は、井村一明税理士事務所所長および中村留精密工業㈱
の社外監査役であります。当社と兼職先との間に特別な関係はありません。

② 主要取引先等特定関係事業者の業務執行者等との関係
該当事項はありません。

③ 当事業年度における主な活動状況
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①当社が支払うべき報酬等の額
公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬 30百万円

②当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 30百万円

５. 会計監査人の状況
(1) 名　　称 太陽有限責任監査法人
(2) 当事業年度に係る報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく
監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、①当社が支
払うべき報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、会計監査人から説明を受けた当事業年度の会計監査計画の監査日数や人員配
置などの内容、前年度の監査実績の検証と評価、会計監査人の監査の遂行状況の相当性および
報酬の前提となる見積りの算出根拠を精査した結果、会計監査人の報酬等の額について同意い
たしました。

３. 当社の重要な子会社のうち、北電マレーシア㈱、上海北陸微電子㈲、北陸電気（広東）㈲、天
津北陸電気㈲、北陸（上海）国際貿易㈲、北陸シンガポール㈱、ＨＤＫタイランド㈱は、当社
の会計監査人以外の監査法人の監査を受けております。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査等委員会は、法令の定めに基づき相当の事由が生じた場合には、監査等委員全員の同意

により会計監査人を解任し、また、会計監査人の監査の継続について著しい支障が生じた場合
等には、監査等委員会が当該会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定し、こ
れを株主総会に提出いたします。

－ 15 －
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６. 当社の財務および事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針
(１) 基本方針の内容

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者は、当社グループの財務および事
業の内容や当社グループの企業価値の根源および当社のステークホルダーとの信頼関係を十分
に理解し、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を持続的に確保し、向上していく
ことを可能とする者であることが必要であると考えております。
もとより、当社は、大規模買付者の行う大規模買付行為であっても、その具体的な条件・方

法等によっては、必ずしも当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうものではな
いと考えており、係る買付けを一律に否定するものではありません。また、これを受入れて大
規模買付行為に応じるか否かの判断は、最終的には個々の株主の皆様の自由な意思に委ねられ
るべきものと考えております。
大規模買付行為は、それが成就すれば、当社グループの経営に直ちに大きな影響を与えうる

だけの支配権を取得するものであり、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益に重大
な影響を及ぼす可能性を内包しております。しかしながら、近時の、わが国の資本市場におい
ては、買収内容を判断するために必要な合理的な情報・期間や、企業買収の対象となる会社の
経営陣との十分な協議や合意形成のプロセスを経ることなく、突如として一方的に大規模買付
行為を強行するといった動きがなされる可能性も決して否定できません。
大規模買付行為の中には、株主の皆様に対して当該大規模買付けに関する十分な情報が提供

されず株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれがあるものや、株主の皆様が当該大規
模買付けの条件・方法等の検討を行ったり、当社取締役会が代替案の提案等を行うための十分
な時間が確保されないものや、その他真摯に合理的な経営を行う意思が認められないものな
ど、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なう大規模買付行為もないとはいえま
せん。
このような当社グループの企業価値または株主共同の利益に資さない大規模買付者は、当社

の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、当社は、このような者によ
る大規模買付行為に対しては、大規模買付者による情報提供、当社取締役会による検討・評価
といったプロセスを確保するとともに、当社グループの企業価値または株主共同の利益に対す
る明白な侵害を防止するため、大規模買付行為に対する対抗措置を準備しておくことも、当社
の取締役会としての責務であると考えております。

－ 16 －
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(２) 基本方針の実現に資する取組み
① 当社グループの事業運営の基本的な考え方

当社グループは、「誠実をもって仕事に励む」「責任を自覚しお互いに協力する」「良い
製品をつくり社会の発展に尽くす」という創業以来のものづくりの精神に基づき、時代のニ
ーズ、また、お客様の要求に適合した製品を開発・提供することにより、当社グループの企
業価値を安定的かつ継続的に向上させていくことが株主共同の利益の実現に資するものと考
え、経営に取組んでおります。
加えまして、経営の透明性、公平性を高め、株主の皆様をはじめ当社グループのお取引

先・仕入先・金融機関・従業員・地域社会等のステークホルダーとの良好な信頼関係を築
き、長期的かつ安定的な収益の確保をはかり、企業価値を高めることにより社会的使命を果
たすよう努めております。

② 重点施策等
⒜ 重点施策

市場における需要構造の変化を大きなチャンスととらえ、当社が創業以来培ってきた要
素技術、薄膜技術、実装・回路設計技術、MEMS技術、無線技術等を活かし、お客様のニ
ーズに応え、更には創造提案できる商品の開発を機動的に実行し、市場投入することで収
益拡大を推し進めてまいります。
自動車電装化の進展、機器の高機能化、ＩｏＴなど技術革新が進む市場の変化に対応し

た取組みに努めてまいります。
また、アライアンス等を有効活用することにより相互補完を行い、お客様が求める製品

を迅速、効率的、かつ機動的に提供することで収益拡大をはかってまいります。
⒝ 生産体制の強化

会社全体の『見える化』を推進しており、事業体の状況をリアルタイムに、かつ一元的
に把握・管理・共有することで、事前対処や未然防止策を講じることのできる体制の構築
を推進しております。これをツールとして有効活用し、全社展開・定着化させることで生
産体制の強化をはかり、お客様が求める品質・コスト・納期・サービスを提供することで
収益を拡大してまいります。

⒞ 人財の強化・育成
当社グループでは、企業の持続的な成長を図るうえで「企業は人なり」の言葉通り、人

材を「人財」ととらえ、一人一人の個性を大切にし、安全で働きやすい職場環境の維持・
向上に努め、多様な人財が安心して活き活きと活躍できる環境づくりに取組んでおりま
す。

⒟ 企業価値を高め、社会的な使命を果たす

－ 17 －
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持続的な収益力向上に加え、技術力、取引先との良好な信頼関係、人的資産等を企業力
の根源と認識し、多様なステークホルダーに対する適正な還元を通じて、企業としての社
会的な使命を果たします。
当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な課題のひとつとして位置付け安定的配当

および財務体質の強化を勘案しながら自己株式の取得など積極的に取組んでまいりまし
た。
また、当社は、中・長期的展望に立って経営資源の拡充に努め、重点施策の実現を目指

し、透明感をもった経営を実践することにより、企業価値の最大化にグループをあげて取
組んでまいります。

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されるこ
とを防止するための取組み
当社は、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させることを目

的として、2008年６月27日開催の当社第74回定時株主総会において、当社の株式の大規
模買付行為に関する対応策を導入し、その後、2011年６月29日開催の第77回定時株主総
会、2014年６月27日開催の第80回定時株主総会、2017年６月29日開催の第83回定時株
主総会および2020年６月26日開催の第86回定時株主総会において、有効期限を2023年６
月に開催予定の当社定時株主総会終結の時までとして株主の皆様のご承認をいただき継続い
たしました（以下、第86回定時株主総会において継続をご承認いただいた対策案を「本施
策」といいます。）。
本施策は、特定株主グループの議決権保有割合を20％以上とすることを目的とする当社

株式等の買付行為、または結果として特定株主グループの議決権保有割合が20％以上とな
る当社株式等の買付行為（以下、係る買付行為を「大規模買付行為」といい、大規模買付行
為を行う者を「大規模買付者」といいます。）を対象とし、大規模買付者が従うべき大規模
買付ルールとして、大規模買付者に対し、株主および当社取締役会による判断のための情報
提供と、当社取締役会による検討・評価の期間の付与を要請し、大規模買付行為に対して当
社がとりうる大規模買付対抗措置として、会社法その他の法令によって認められる相当な対
抗措置の発動を決議しうることを前提として、その発動の要件を、大規模買付者が大規模買
付ルールを遵守しない場合または大規模買付行為によって当社グループの企業価値または株
主共同の利益が著しく毀損される場合に限定することといたしました。本施策に基づき大規
模買付対抗措置を発動するか否かは、最終的には当社取締役会により決定されますが、当社
取締役会の判断の客観性および合理性を担保するため、当社の業務執行を行う経営陣から独
立している当社の社外取締役または社外有識者から構成される独立委員会を設置し、その意
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見を最大限尊重することといたしました。
なお、本施策の詳細につきましては、当社ホームページに掲載の2020年５月８日付発表

資料「当社株式の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）の継続のお知らせ」をご覧
ください。

(３) 上記の各取組みに対する当社取締役会の判断およびその理由
① 基本方針の実現に資する取組み（上記⑵①②の取組み）について

上記⑵①②に記載した企業価値向上のための取組みは、当社グループの企業価値ひいては
株主共同の利益を持続的に確保し、向上させるための具体的方策として策定されたものであ
り、基本方針の実現に資するものです。したがって、これらの取組みは、基本方針に沿い、
当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的と
するものではありません。

② 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されるこ
とを防止するための取組み（上記⑵③の取組み）について
本施策は、上記⑵③および当社ホームページに掲載の2020年５月８日付発表資料「当社

株式の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）の継続のお知らせ」に記載のとおり、
その内容において、当社の基本方針に沿うものであり、かつ、当社取締役会の判断の客観
性・合理性を担保するための工夫がなされ、さらに、当社グループの企業価値ひいては株主
共同の利益の確保または向上の目的をもって継続されるものであり、当社の会社役員の地位
の維持を目的とするものではありません。

7. 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、期末配当金につきましては、財務基盤の強化と株主の皆様への利益還元を両立すべ

く、業績、当社グループを取り巻く環境、将来の事業展開に備えた内部留保および安定配当の維
持を総合的に勘案することを基本方針としております。
配当金の決定機関は、法令に別段の定めが有る場合を除き、取締役会の決議によって定めるこ

とができる旨、定款に定めております。
当事業年度における配当につきましては、１株あたり55円00銭（普通株式55円00銭）とす

ることといたしました。
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連 結 貸 借 対 照 表

科 目 金 額 科 目 金 額
（資　  産　  の　  部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金　

30,132

8,052

10,064

1,743

3,958

4,319

2,014

△     19

12,847

8,761

2,572

3,081

2,847

260

376

3,708

1,124

1,232

2,372

△ 1,021　

（負　  債　  の　  部）
流 動 負 債 15,803

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 7,737
短 期 借 入 金 5,690
未 払 法 人 税 等 295
賞 与 引 当 金 446
取引先関連事業損失引当金 413
そ の 他 1,219
固 定 負 債 10,068

長 期 借 入 金 5,397
リ ー ス 債 務 227
繰 延 税 金 負 債 10
再評価に係る繰延税金負債 318
退 職 給 付 に 係 る 負 債 4,050
そ の 他 63
負 債 合 計 25,872

（純　資　産　の　部）
株 主 資 本 14,886

資 本 金 5,200
資 本 剰 余 金 5,038
利 益 剰 余 金 5,804
自 己 株 式 △ 1,156
その他の包括利益累計額 2,221

その他有価証券評価差額金 139
土 地 再 評 価 差 額 金 665
為 替 換 算 調 整 勘 定 1,432
退職給付に係る調整累計額 △      16
純 資 産 合 計 17,107

資 産 合 計 42,979 負 債 ・ 純 資 産 合 計 42,979

（2023年３月31日現在）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結損益計算書

連 結 損 益 計 算 書

科 目 金 額
売 上 高 45,459

売 上 原 価 37,560
売 上 総 利 益 7,898

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,956
営 業 利 益 2,941
営 業 外 収 益 787
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 85
為 替 差 益 515
そ の 他 186
営 業 外 費 用 147
支 払 利 息 61
そ の 他 85

経 常 利 益 3,581
特 別 利 益 43
固 定 資 産 売 却 益 0
保 険 解 約 返 戻 金 40
そ の 他 2
特 別 損 失 2,125
固 定 資 産 売 却 損 3
固 定 資 産 除 却 損 21
取 引 先 関 連 事 業 損 失 2,004
訴 訟 和 解 金 93
そ の 他 1

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,499
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 574
法 人 税 等 調 整 額 277

当 期 純 利 益 647
親会社株主に帰属する当期純利益 647

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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貸借対照表

貸 借 対 照 表

科 目 金 額 科 目 金 額
（資　  産　  の　  部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
未 収 入 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

16,014
2,653

620
7,904

368
1,171

3
1,935
1,356

19,454
4,967
1,222

64
1,595

0
118

1,962
2

274
14,212

1,018
10,578

539
1,126
2,081

△ 1,130　

（負　  債　  の　  部）
流 動 負 債 14,360

電 子 記 録 債 務 44
買 掛 金 5,308
短 期 借 入 金 5,659
未 払 法 人 税 等 119
未 払 金 1,766
賞 与 引 当 金 268
取引先関連事業損失引当金 938
そ の 他 254

固 定 負 債 8,661
長 期 借 入 金 5,194
再評価に係る繰延税金負債 318
退 職 給 付 引 当 金 3,074
そ の 他 74

負 債 合 計 23,022
（純　資　産　の　部）

株 主 資 本 11,953
資 本 金 5,200
資 本 剰 余 金 5,107

資 本 準 備 金 462
そ の 他 資 本 剰 余 金 4,644

利 益 剰 余 金 2,802
利 益 準 備 金 437
そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金 2,364
自 己 株 式 △ 1,156

評 価 ・ 換 算 差 額 等 493
その他有価証券評価差額金 118
土 地 再 評 価 差 額 金 374

純 資 産 合 計 12,446
資 産 合 計 35,468 負 債 ・ 純 資 産 合 計 35,468

（2023年３月31日現在）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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損益計算書

損 益 計 算 書

科 目 金 額
売 上 高 38,720

売 上 原 価 34,695
売 上 総 利 益 4,025

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,845
営 業 利 益 1,179

営 業 外 収 益 1,133
受 取 利 息 及 び 配 当 金 382
設 備 賃 貸 料 333
為 替 差 益 335
そ の 他 82

営 業 外 費 用 349
支 払 利 息 51
貸 与 資 産 減 価 償 却 費 236
そ の 他 61

経 常 利 益 1,963
特 別 利 益 35
保 険 解 約 返 戻 金 34
そ の 他 1

特 別 損 失 2,119
固 定 資 産 売 却 損 2
固 定 資 産 除 却 損 16
取 引 先 関 連 事 業 損 失 2,004
訴 訟 和 解 金 93
そ の 他 1

税 引 前 当 期 純 損 失 △   119
法人税、住民税及び事業税 271
法 人 税 等 調 整 額 154

当 期 純 損 失 △   545

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結会計監査報告

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 秋 　 田 　 秀 　 樹 ㊞

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 五 十 嵐 　 　 忠 ㊞

独立監査人の監査報告書
2023年５月25日

北陸電気工業株式会社
取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
北陸事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、北陸電気工業株式会社の2022年４月１日から2023年３月31
日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、北陸
電気工業株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における
職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を
果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記
載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内
容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、その
ような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に
表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する
必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結会計監査報告

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明する
ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の
意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に
注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対し
て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい
ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取
引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入
手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見
に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な
不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じ
ている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
  会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
 い。

以　上
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個別会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 秋 田 秀 樹 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 五 十 嵐 　 　 忠 ㊞

独立監査人の監査報告書
2023年５月25日

北陸電気工業株式会社
取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
北陸事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、北陸電気工業株式会社の2022年４月１日から2023年
３月31日までの第89期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計
算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職
業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。　
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載
内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容
と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表
示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうか
を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類に係る会計監査報告

－ 26 －
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個別会計監査報告

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が
ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決
定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を
立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注
意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど
うかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会
計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な
不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて
いる場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第89期事業年度における取締役の職務の執行につ
いて監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１.　監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該
決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況に
ついて定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、電話回線又はインターネット等を
経由した手段も活用しながら、下記の方法で監査を実施しました。
①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、

取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類
等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子
会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けまし
た。

②　事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締
役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査
人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務
の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関
する品質管理基準」（2005年（平成17年）10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受
け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２.　監査の結果
(1)　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関

する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
④　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は相当で

あると認めます。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針
に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を
目的とするものではないと認めます。

(2)　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3)　連結計算書類の監査結果
　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

取締役常勤監査等委員 山 下 進 ㊞
社外取締役監査等委員 北 之 園 雅 章 ㊞
社外取締役監査等委員 菊 島 聡 史 ㊞
社外取締役監査等委員 井 村 一 明 ㊞

2023年５月30日
北陸電気工業株式会社　監査等委員会

　

監査等委員会の監査報告

以　上

－ 28 －



2023/05/25 12:54:26 / 22948492_北陸電気工業株式会社_招集通知_電子提供措置用

定款一部の変更

現　行　定　款 変　更　案
(取締役の員数)
第18条 当会社の取締役（監査等委員である取締役

を除く。）は、12名以内とする。
２．当会社の監査等委員である取締役は、４名

以内とする。

(取締役の員数)
第18条 当会社の取締役（監査等委員である取締役

を除く。）は、12名以内とする。
２．当会社の監査等委員である取締役は、６名

以内とする。

株主総会参考書類
議案およびその参考資料

第１号議案　定款一部変更の件
１．提案の理由

監査体制の強化のため、現行定款第18条第２項に定める監査等委員である取締役の員数の
上限を４名から６名に変更するものであります。

２．変更の内容
変更の内容は、次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　    （下線は変更部分を示します）

－ 29 －
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取締役選任議案

候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 　 要 　 な 　 兼 　 職 　 の 　 状 　 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
【再任】

た

多
 

　
だ

田
 

　
もり

守
 

　
お

男
(1957年11月６日)

(男性)

    1980年    4 月 当社入社
    1999年    7 月 当社電子部品事業部機構部品製造部長
    2005年    6 月 当社コンポーネント事業本部長
    2008年    7 月 当社執行役員コンポーネント事業本部長
    2011年    6 月 当社取締役高周波部品事業本部長
    2015年    7 月 当社取締役営業本部長
    2017年    6 月 当社常務取締役営業本部長
    2018年    6 月 当社代表取締役社長（現任） 14,822株

【候補者とした理由】
当社製造・営業部門での豊富な経験と実績を有しており、2018年に代
表取締役社長に就任して以来、当社の企業価値向上のためのリーダーシ
ップを発揮しております。経営全般に関する豊富な経験と高い見識を活
かして、今後も経営を牽引することが期待できると判断し、取締役候補
者といたしました。

2
【再任】

しも

下
 

　
さか

坂
 

　
りゅう

立
 

　
しょう

正
(1959年12月３日)

(男性)

    1982年    4 月 ㈱北陸銀行入行
    2012年    10月 同行監査部担当部長
    2014年    7 月 当社入社　社長付部長
    2014年    11月 当社管理本部長
    2015年    7 月 当社執行役員管理本部長
    2016年    6 月 当社取締役管理本部長
    2018年    6 月 当社常務取締役管理本部長（現任）

8,798株（重要な兼職の状況）
北陸興産㈱代表取締役
【候補者とした理由】
管理部門での業務執行を通じ、相当程度の知識と経験を有し、現在、管
理部門全般の統括業務に携わっております。引き続きこれらの経験と知
見が当社の企業価値向上に資すると判断し、取締役候補者といたしまし
た。

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）5名選任の件
本定時株主総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案に

おいて同じ。）6名全員は任期満了となります。つきましては、経営体制効率化のため１名減員
し、取締役５名の選任をお願いするものであります。

なお、取締役候補者の選定にあたっては、指名・報酬諮問委員会の答申を経ております。
取締役候補者は、次のとおりであります。

－ 30 －
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取締役選任議案

候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 　 要 　 な 　 兼 　 職 　 の 　 状 　 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

3
【再任】

にし

西
 

　
むら

村
 

　
ゆう

裕
 

　
じ

司
(1965年1月15日)

(男性)

    1989年    4 月 当社入社
    1999年    7 月 当社名古屋営業所長
    2015年    7 月 当社高周波部品事業本部製造部長
    2017年    4 月 当社コンポーネント事業本部長
    2019年    7 月 当社執行役員コンポーネント事業本部長
    2022年    6 月 当社取締役コンポーネント事業本部長(現任) 3,624株

【候補者とした理由】
当社営業、製造部門等での豊富な経験と実績を有しており、現在は、コ
ンポーネント事業全般の業務執行に携わっております。これらの経験と
知見が、当社の企業価値向上に資すると判断し、取締役候補者といたし
ました。

4
【再任】

むら

村
 

　
かみ

上
 

　
よし

吉
 

　
のり

憲
(1966年6月17日)

(男性)

    1989年    4 月 当社入社
    2013年    7 月 HDKマイクロデバイス㈱開発部長
    2014年    7 月 上海北陸微電子㈲董事長
    2018年    7 月 HDKマイクロデバイス㈱代表取締役社長（現任）
    2019年    7 月 当社執行役員
    2022年    6 月 当社取締役（現任） 2,124株

【候補者とした理由】
当社製造・開発、海外部門等での豊富な経験と実績を有しており、現在
は、HDKマイクロデバイス㈱全般の業務執行に携わっております。これ
らの経験と知見が、当社の企業価値向上に資すると判断し、取締役候補
者といたしました。

5
【新任】

あん
安　

どう
藤　

まさ
正　

と
人

(1964年1月5日)

(男性)

    1984年    4 月 当社入社
    2014年    7 月 当社アドバンストデバイス開発本部　部長
    2015年    7 月 当社高周波部品事業本部長
    2016年    7 月 当社執行役員高周波部品事業本部長
    2019年    7 月 当社執行役員兼HDKチャイナ㈱董事長
    2023年    4 月 当社執行役員社長付部長（現任） 614株

【候補者とした理由】
当社製造・開発・海外部門等での豊富な経験と実績を有し、当社の事業
に関する広範で深い知見を有しております。これらの経験、能力、知見
等が、当社の企業価値向上に資すると判断し、取締役候補者といたしま
した。

（注）１. 各取締役候補者と当社との間にいずれも特別の利害関係はありません。
２. 取締役の選任についての監査等委員会の意見の概要は以下のとおりです。

監査等委員会は、当社の取締役の選任について、指名・報酬諮問委員会での議論を含めて検討を行っ
た結果、各候補者の資質や業務状況、取締役会の監督機能の実効性および企業価値の向上等の観点に
おいて、各候補者を取締役に選任することが適切であると判断いたしました。

－ 31 －
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取締役選任議案

３. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結して
おり、当社取締役を対象とした被保険者が負担することになる法律上の損害賠償金および争訟費用を
当該保険契約により填補することとしております（ただし、法令に違反することを被保険者が認識し
ながら行った行為に起因する損害等を除く。）。当該保険契約の保険料は全額会社負担としています。
各候補者が就任した場合は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険
契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

－ 32 －
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監査等委員である取締役５名選任の件

候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 　 要 　 な 　 兼 　 職 　 の 　 状 　 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
【新任】

すぎ
杉　

もと
本　

まなぶ
学

(1961年12月3日)

(男性)

    1985年    4 月 当社入社
    2012年    4 月 当社東京営業所長
    2016年    3 月 当社ガバナンス室長
    2018年    7 月 当社資材部長
    2021年    3 月 ダイワ電機精工㈱代表取締役社長（現任）

5,345株【候補者とした理由】
当社営業・管理部門、子会社経営での豊富な経験と実績を有し、当社の
事業に関する広範で深い知見を有しております。これらの経験、能力等
が、当社の監査および企業価値向上に資すると期待できることから、監
査等委員である取締役として適任であると判断し、取締役候補者といた
しました。

2
【再任】
【独立】
【社外】

きた
北

の
之

その
園　

まさ
雅

ゆき
章

(1959年8月24日)

(男性)

    1988年    4 月 弁護士登録
　　　　　　　　松尾綜合法律事務所入所
    1997年    6 月 当社監査役
    2003年    5 月 東京あおい法律事務所代表
    2009年    11月 桜川綜合法律事務所弁護士
    2017年    6 月 当社取締役監査等委員（現任）
    2022年    9 月 桜川協和法律事務所弁護士（現任）

100株
【候補者とした理由および期待される役割の概要】
弁護士として企業法務における豊富な知見を有するとともに、当社社外
役員（監査役、取締役監査等委員）としての経験から、当社の事業にも
精通しております。特に企業法務について専門的な観点から取締役の職
務執行に対する監督、助言等をいただくこと、および、指名・報酬諮問
委員会の委員として客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役
員報酬等の決定について関与いただくことを期待したためであります。
なお、同氏は、過去に社外役員となること以外の方法で会社経営に関与
したことはありませんが、上記の理由により、監査等委員である社外取
締役としての職務を適切に遂行することができるものと考えておりま
す。

第３号議案 監査等委員である取締役５名選任の件
　本定時株主総会終結の時をもって、監査等委員である取締役４名全員は任期満了となります。
つきましては、監査体制の強化・充実を図るために１名増員し、監査等委員である取締役５名の
選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。
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監査等委員である取締役５名選任の件

候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 　 要 　 な 　 兼 　 職 　 の 　 状 　 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

３
【再任】
【独立】
【社外】

きく
菊

 

　
しま
島

 

　
さと
聡

 

　
し
史

（1958年7月27日）

(男性)

    1981年    4 月 ㈱北陸銀行入行
    2010年    6 月 同行支店部長兼ほくぎんダイレクト支店長
    2014年    1 月 同行営業推進部長
    2014年    6 月 同行常任監査役
    2016年    6 月 同行常勤監査役
    2017年    6 月 ㈱ほくほくフィナンシャルグループ取締役監査等委員
    2019年    6 月 ほくほく債権回収㈱代表取締役社長
    2019年    6 月 当社取締役監査等委員（現任）
    2021年    6 月 堤商事㈱代表取締役社長（現任）

(重要な兼職の状況)
　　　　堤商事㈱代表取締役社長

2,000株

【候補者とした理由および期待される役割の概要】
金融機関における豊富な経験と企業経営者としての経験と幅広い見識に
基づき、取締役の職務執行に対する監督、助言等をいただくこと、およ
び、指名・報酬諮問委員会の委員として客観的・中立的立場で当社の役
員候補者の選定や役員報酬等の決定について関与いただくことを期待し
たためであります。今後も監査等委員である社外取締役としての職務を
適切に遂行することができるものと考えております。

4
【再任】
【独立】
【社外】

い
井　

むら
村　

かず
一　

あき
明

（1956年11月1日）

(男性)

    2016年    7 月 金沢国税局徴収部長
    2017年    7 月 金沢国税局退職
    2017年    8 月 税理士登録
    2017年    8 月 井村一明税理士事務所所長（現任）
    2020年    6 月 中村留精密工業㈱監査役（現任）
    2021年    6 月 当社取締役監査等委員（現任）

　　　　(重要な兼職の状況)
　　　　中村留精密工業㈱監査役

800株【候補者とした理由および期待される役割の概要】
税理士資格を持ち幅広い知見を有しており、特に税務関連について専門
的な観点から、取締役の職務執行に対する監督、助言等をいただくこ
と、および、指名・報酬諮問委員会の委員として客観的・中立的立場で
当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定について関与いただくこと
を期待したためであります。なお、同氏は、過去に社外役員となること
以外の方法で会社経営に関与したことはありませんが、上記の理由によ
り、監査等委員である社外取締役としての職務を適切に遂行することが
できるものと考えております。
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監査等委員である取締役５名選任の件

候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 　 要 　 な 　 兼 　 職 　 の 　 状 　 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

5
【新任】
【独立】
【社外】

つぼ
坪　

かわ
川　

さだ
貞　

こ
子

（1962年5月2日）
(女性)

    1989年    12月 社会保険労務士登録　開業
    1990年    2 月 行政書士登録　開業
    2012年    1 月 社会保険労務士法人坪川事務所代表社員（現任）
    2015年    9 月 行政書士法人坪川事務所代表社員（現任）

ー株

【候補者とした理由および期待される役割の概要】
特定社会保険労務士、特定行政書士としての長年の経験及び専門的な知
見を有しており、働き方改革や女性活躍などに関し、当社経営に対して
適切な助言をいただけるものと期待しております。また、同氏が選任さ
れた場合は、指名・報酬諮問委員会の委員として当社の役員候補者の選
定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的な立場で関与いただく予
定です。なお、同氏は、過去に会社経営に関与したことはありません
が、上記の理由により、監査等委員である社外取締役としての職務を適
切に遂行することができるものと考えております。

（注）１．杉本学氏、坪川貞子氏は新任の候補者であります。
　　　２．候補者と会社との間にいずれも特別の利害関係はありません。
　　　３．北之園雅章氏、菊島聡史氏、井村一明氏および坪川貞子氏は社外取締役候補者であります。
　　　４．当社は、北之園雅章氏、菊島聡史氏および井村一明氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員とし

て指定し、同取引所に届け出ており、北之園雅章氏、菊島聡史氏、井村一明氏および坪川貞子氏が選
任された場合は各氏を独立役員として指定する予定であります。

　　　５．北之園雅章氏の当社社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって６年となりま
す。なお、同氏は過去に当社の業務執行者でない役員（監査役）であったことがあります。

　　　６．当社社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって、菊島聡史氏は４年、井村一
明氏は２年となります。

　　　７．当社は、北之園雅章氏、菊島聡史氏および井村一明氏との間で会社法第427条第1項の規定に基づ
き、同法第423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害
賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。3氏および坪川貞子氏の選任が承認可決さ
れた場合は、当社は同様の内容の契約を締結する予定であります。

　　　８．当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結して
おり、当社取締役を含む被保険者が負担することになる法律上の損害賠償金および争訟費用を当該保
険契約により填補することとしております（ただし、法令に違反することを被保険者が認識しながら
行った行為に起因する損害等を除く。）。各候補者が就任した場合は、当該保険契約の被保険者に含め
られることとなります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しており
ます。
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監査等委員である取締役５名選任の件

氏　　　名
地　位　等

経営
全般

業界
知識

国際
経験

営業/
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

技術/
研究開発

財務/
会計

法務/
ﾘｽｸ管理

環境/
社会

多田守男    再任
代表取締役社長          （男性） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下坂立正    再任
常務取締役                （男性） ○ ○ ○

西村裕司    再任
取締役                      （男性） ○ ○ ○ ○

村上吉憲    再任
取締役                      （男性） ○ ○ ○ ○ ○

安藤正人    新任
取締役                      （男性） ○ ○ ○ ○

杉本　学    新任
取締役常勤監査等委員 （男性） ○ ○ ○

北之園雅章 再任、独立、社外
取締役監査等委員       （男性） ○ ○

菊島聡史  再任、独立、社外
取締役監査等委員       （男性） ○ ○ ○ ○

井村一明  再任、独立、社外
取締役監査等委員       （男性） ○ ○

坪川貞子  新任、独立、社外
取締役監査等委員       （女性） ○ ○

（ご参考）役員の構成（2023年6月29日以降の予定）
　　　　　各取締役が有する主な専門性、経験等は以下のとおりです。
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当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）継続の件

第４号議案　当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）継続の件

当社は､2008年６月27日開催の当社定時株主総会において､当社の株式の大規模買付行為に関する
対応策(以下､｢原施策｣といいます｡)を導入することにつき､株主の皆様のご承認をいただき､同日付で
これを導入しております｡

その後､2011年６月29日､2014年６月27日､2017年６月29日および2020年６月26日開催の当
社定時株主総会において株主の皆様のご承認をいただき継続しております(以下､現在継続中の対応策
を｢現施策｣といいます｡)｡

当社は､その後も現施策の継続の是非や内容について検討をした結果､2023年５月10日開催の当社
取締役会において､株主総会の決議による承認を条件として現施策を継続する内容の当社株式の大規
模買付行為に関する対応策(買収防衛策)(以下､｢本施策｣といいます｡)を決定しました｡

つきましては､本施策について株主の皆様のご承認をお願いするものであります｡本施策の具体的な
内容については､以下に記載のとおりであります｡

1． 提案の理由
　当社は､当社の財務および事業の方針の決定を支配する者は､当社グループの財務および事業の内
容や当社グループの企業価値の根源および当社のステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し､
当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を持続的に確保し､向上していくことを可能とす
る者であることが必要であると考えております｡
　大規模買付者の行う大規模買付行為であっても､これを受入れて大規模買付行為に応じるか否か
の判断は､最終的には個々の株主の皆様の意思に委ねられるべきものと考えております｡
　大規模買付行為は､それが成就すれば､当社グループの経営に直ちに大きな影響を与えうるだけの
支配権を取得するものであり､当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益に重大な影響を及
ぼす可能性を内包しております｡近時の､わが国の資本市場においては､買収内容を判断するために
必要な合理的な情報･期間や､企業買収の対象となる会社の経営陣との十分な協議や合意形成のプロ
セスを経ることなく､突如として一方的に大規模買付行為を強行するといった動きがなされる可能
性も決して否定できません｡株主の皆様に対して当該大規模買付に関する十分な情報が提供されず
株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれがあるものや､株主の皆様が当該大規模買付の条
件･方法等の検討を行ったり､当社取締役会が代替案の提案等を行うための十分な時間が確保されな
いものや､その他真摯に合理的な経営を行う意思が認められないものなど､当社の企業価値ひいては
株主共同の利益を著しく損なう大規模買付行為もないとはいえません｡
　このような当社グループの企業価値または株主共同の利益に資さない大規模買付者は､当社の財
務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であり､当社は､このような者による大規模買
付行為に対しては､大規模買付者による情報提供､当社取締役会による検討･評価といったプロセス
を確保するとともに､当社グループの企業価値または株主共同の利益に対する明白な侵害を防止す
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当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）継続の件

るため､大規模買付行為に対する対抗措置を準備しておくことも､当社の取締役会としての責務であ
ると考えております｡
　上記の見解を具体化する施策として､大規模買付者が従うべき一定の情報提供等に関するルール
(以下､｢大規模買付ルール｣といいます｡)､ならびに大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない

場合または大規模買付行為によって当社グループの企業価値が毀損される場合に当社がとりうる対
抗装置(以下､｢大規模買付対抗措置｣といいます｡)についてその要件および内容を予め設定するもの
であります｡
　なお､2023年３月31日現在における当社の大株主の状況は別紙１に記載のとおりであります｡

2． 本施策の内容
（1）  本施策継続の目的および対象となる当社株式の買付け

　本施策は､特定株主グループの議決権保有割合を20%以上とすることを目的とする当社株券等
(注１)の買付行為､または結果として特定株主グループの議決権保有割合が20%以上となる当社
株券等の買付行為(取引所金融商品市場における買付け､公開買付け､その他具体的な買付方法の
如何を問いませんが､当社取締役会が予め同意したものを除きます｡以下､かかる買付行為を｢大
規模買付行為｣といい､大規模買付行為を行う者を｢大規模買付者｣といいます｡)が､当社グループ
の企業価値に重大な影響を及ぼす場合において､上記1．に記載した基本方針(当社の財務および
事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針をいいます｡以下､同じとします｡)に
沿って当社グループの企業価値を確保し､向上させるため､大規模買付行為に適切な対応を行う
ことを目的としております｡
ここに､特定株主グループとは､①当社株券等の保有者(注２)およびその共同保有者(注３)､また
は②当社株券等の買付け等(注４)を行う者およびその特別関係者(注５)をいい､議決権保有割合
とは､特定株主グループが上記①の場合においては､当該保有者の株券等保有割合(注６)をいい､
特定株主グループが上記②の場合においては当該大規模買付者および当該特別関係者の株券等
保有割合(注７)の合計をいいます｡

(注１)金融商品取引法第27条の23第１項に規定する株券等をいいます｡以下､同じとします｡
(注２)金融商品取引法第27条の23第１項に規定する保有者をいい､同条第３項にもとづき保有者とみな

される者を含みます｡以下､同じとします｡
(注３)金融商品取引法第27条の23第５項に規定する共同保有者をいい､同条第６項にもとづき共同保有

者とみなされる者を含みます｡以下､同じとします｡
(注４)金融商品取引法第27条の２第１項に規定する買付け等をいい､取引所金融商品市場において行われ

るものを含みます｡以下､同じとします｡
(注５)金融商品取引法第27条の２第７項に規定する特別関係者をいいます｡以下､同じとします｡
(注６)金融商品取引法第27条の23第４項に規定する株券等保有割合をいいます｡
(注７)金融商品取引法第27条の２第８項に規定する株券等保有割合をいいます｡
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（2）  本施策の概要
　本施策は､大規模買付者が従うべき大規模買付ルール(後記⑶)と､大規模買付行為に対して当社
がとりうる大規模買付対抗措置(後記⑷)から構成されております｡
　本施策においては､まず､大規模買付ルールとして､大規模買付者に対し､株主および当社取締
役会による判断のための情報提供(後記⑶①)と､当社取締役会による検討･評価の期間の付与(後
記⑶②)を要請しております｡
　次に､当社取締役会が､大規模買付対抗措置として､会社法その他の法令および当社定款によっ
て認められる相当な対抗措置の発動を決議しうることを前提として(後記⑷①)､その発動の要件
を､大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合または大規模買付行為によって当社グル
ープの企業価値または株主共同の利益が著しく毀損される場合に限定することといたしました
(後記⑷②)｡
　本施策にもとづき大規模買付対抗措置を発動するか否かは､最終的には当社取締役会により決
定されますが､当社取締役会の判断の客観性および合理性を担保するため､当社の業務執行を行
う経営陣から独立している当社の社外取締役または社外有識者から構成される独立委員会(以
下､｢独立委員会｣といいます｡)を設置し､その意見を最大限尊重することといたしました(後記⑶
③および⑷③)｡
　なお､本施策に従って大規模買付対抗措置を機動的に実施するため､新株予約権の発行登録を
行う場合があります｡

（3）大規模買付ルール
①  取締役会に対する情報提供

　大規模買付者には､大規模買付行為に先立ち､当社取締役会に対し､当社株主の皆様の判断お
よび当社取締役会としての意見形成のために必要かつ十分な情報を書面で提供していただきま
す｡これは､当該大規模買付行為に関し､株主の皆様が適切な判断を行い､かつ､当社取締役会が
適切な検討･評価を行うことを目的としております｡
　具体的には､大規模買付者には､大規模買付行為を行おうとする場合には､当社代表取締役宛
に､大規模買付者の名称または商号､主たる事務所または本店の所在地､代表者の氏名､国内連絡
先､設立準拠法(外国法人の場合)および提案する大規模買付行為の概要(大規模買付者が大規模
買付行為により取得を予定する当社株券等の種類および数､ならびに大規模買付行為の目的の
概要(支配権取得もしくは経営参加､純投資もしくは政策投資､大規模買付行為後の当社の株券
等の第三者への譲渡等､または重要提案行為等(注８)を行うことその他の目的がある場合には
その旨および概要｡なお､目的が複数ある場合にはその全てを記載していただきます｡)を含みま
す｡)を明示し､大規模買付ルールを遵守する旨の法的拘束力のある誓約文言等を含む日本語で
記載された大規模買付意向表明書(以下､｢意向表明書｣といいます｡)を提出していただきます｡
なお､当社は､大規模買付行為の提案があった事実について､適切かつ速やかに開示します｡
　これに対し､当社取締役会は､かかる意向表明書の受領後10営業日(注９)以内に､大規模買付
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者に対し､大規模買付者において意向表明書に補充して提供いただきたい情報のリストを､適宜
回答期限(原則として60日を上限とします｡)を定めた上で意向表明書記載の国内連絡先宛に送
付いたします｡補充して提供していただくことを予定している情報の一般的事項は､次の各号の
とおりです｡なお､大規模買付者が､次に掲げる情報の一部について提供できない場合には､当社
は､大規模買付者に対して､当該情報を提供できない理由を具体的に示していただくよう求めま
す｡

(注８) 金融商品取引法第27条の26第１項に規定する重要提案行為等をいいます｡以下､同じとします｡
(注９) 営業日とは､行政機関の休日に関する法律第１条第１項各号に掲げる日以外の日をいいます｡

以下､同じとします｡

(a) 大規模買付行為に係る特定株主グループ(大規模買付者を含みます｡)の概要(沿革､役員構
成､主要業務､主要株主､グループ組織図､直近３年間の有価証券報告書またはこれに相当
する書面､連結財務諸表を含みます｡)

(b) 大規模買付行為の目的(意向表明書において開示していただいた目的の具体的内容)およ
び具体的内容(大規模買付行為の適法性に関する意見を含みます｡)

(c) 大規模買付行為に係る特定株主グループ(大規模買付者を含みます｡)の株券等保有割合､
保有株券等の数および直近６ケ月間の当社株券等の買付状況

(d) 大規模買付行為における当社株券等の買付価格の算定根拠､取得資金の裏付け､ならびに
資金調達の具体的内容および条件

(e) 大規模買付行為に係る特定株主グループ(大規模買付者を含みます｡)が当社グループの
経営権を取得した場合における､経営方針､経営計画､事業計画､財務政策､資本政策､配当
政策､経営権取得後３年間の経営･財務諸表の目標数値および算出根拠､ならびに役員候
補者およびその略歴

(f) 大規模買付行為に係る特定株主グループ(大規模買付者を含みます｡)と当社グループの
主要取引先との間の従前の取引関係および競合関係

(g) 大規模買付行為実行後における､大規模買付者のグループ内における当社グループの役
割

(h) 当社グループの従業員､主要取引先､顧客､地域社会その他の当社グループの利害関係者
との関係について､大規模買付行為実行後に予定する変更の内容

(i) 現金以外の対価をもって大規模買付行為を行う場合における対価の価額に関する情報
(j) 大規模買付者が提供する情報を記載した書面の記載内容が重要な点において真実かつ正

確であり､重要な事実につき誤解を生ぜしめる記載または記載の欠落を含まない旨の､責
任者による宣誓

(k) 純投資または政策投資を大規模買付行為の目的とする場合には､大規模買付行為の後の
株券等の保有方針､売買方針その他の投下資本回収方針および議決権の行使方針ならび
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にそれらの理由
(l) 重要提案行為等を行うことを大規模買付行為の目的とする場合または大規模買付行為の

後に重要提案行為等を行う可能性がある場合には､当該重要提案行為等の目的､内容､必
要性および時期ならびにいかなる場合において当該重要提案行為等を行うかに関する情
報

(m)大規模買付行為後､当社の株券等をさらに取得する予定がある場合には､その旨および理
由

(n) 大規模買付行為後､当社の株券等が上場廃止となる見込みがある場合には､その旨および
理由

(o) 大規模買付行為に際しての第三者との間における意思連絡が存在する場合には､その目
的および内容ならびに当該第三者の概要

(p) 当社の他の株主との間の利益相反を回避するための具体的方策

　大規模買付者には､当社取締役会が送付した情報リストに従い､意向表明書を補充する情
報を､書面にて提出していただきます｡大規模買付者が提供した情報がなお不十分であると
認められる場合は､当社取締役会が､大規模買付者に対し､十分な情報が揃うまで追加的に
情報の提供を求めることがあります｡
　ただし､当社取締役会が大規模買付者に対して請求することができるのは､当該大規模買
付行為の是非に関し､株主が適切な判断を行い､当社取締役会が適切な検討･評価を行うた
めに必要かつ十分な範囲に限定されるものといたします｡また､大規模買付者が提出した意
向表明書およびこれを補充する情報(以下､｢大規模買付者提供情報｣といいます｡)は､株主の
皆様の判断に必要かつ適切と認められる範囲において､必要かつ適切と認められる時点で､
その全部または一部を開示いたします｡
　また､当社取締役会は､独立委員会に諮問のうえ､大規模買付者による大規模買付提供情
報の提供が完了したと判断した場合には､その旨を大規模買付者に通知(以下､｢情報提供完
了通知｣といいます｡)するとともに､速やかにその旨を開示いたします｡

②  取締役会における検討および評価
　次に､大規模買付者には､上記①にもとづく情報提供完了通知を当社が行った日から､大規模
買付行為の評価の難易度に応じて､最大60日間(大規模買付行為が､対価を現金のみとする公開
買付けによる当社全株式の買付けの場合)または最大90日間(その他の大規模買付行為の場合)
(以下､｢取締役会評価期間｣といいます｡)が経過するまでは､大規模買付行為を行わないことと
していただきます｡これは､株主共同の利益のため､当社取締役会に､大規模買付者提供情報の検
討および評価､大規模買付者との交渉および協議､大規模買付行為に関する意見形成､株主の皆
様に対する代替的提案の作成および提示等を行う機会を与えていただくためです｡なお､後記③
(c)に記載する場合には､独立委員会は､当社取締役会に対し取締役会評価期間を最大30日間延
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長することを勧告できるものとし､当社取締役会は､原則として従うものとします｡また､当社取
締役会が取締役会評価期間の延長を決議した場合には､決議された具体的延長期間および当該
延長期間が必要とされる理由を速やかに開示いたします｡
　当社取締役会は､取締役会評価期間(延長された場合の延長期間を含みます｡以下同じとしま
す｡)中､外部専門家等の助言を受けながら､大規模買付者提供情報の検討および評価を行い､当
該大規模買付行為または当該大規模買付者の提案に係る経営方針等に関して､後記③の独立委
員会の勧告を最大限尊重し､大規模買付対抗措置の発動の是非について決議します｡また､必要
に応じ､大規模買付者との間で大規模買付行為に関する条件改善について交渉および協議を行
い､当社取締役会として､株主の皆様に対して当社グループの経営方針等についての代替的提案
を提示することもあります｡

③  独立委員会の設置･勧告等
　当社は､本施策の導入にあたり､当社取締役会の判断の客観性および合理性を担保するため､
当社の業務執行を行う経営陣から独立している者から構成される独立委員会を設置いたします
(独立委員会規則の概要につきましては､別紙３をご参照ください｡)｡
　独立委員会の委員は３名以上５名以下とし､公正で中立的な判断を可能とするため､当社の業
務執行を行う経営陣から独立している当社の社外取締役または社外有識者の中から選任しま
す｡なお､本施策の導入にあたって予定している独立委員会の委員の氏名および略歴は､別紙４
｢独立委員会委員の略歴｣に記載のとおりであります｡
　当社取締役会が情報提供完了通知を行うにあたっては､独立委員会に対し､大規模買付者提供
情報が十分か否かを諮問するものといたします｡また､当社取締役会が具体的な大規模買付対抗
措置の発動を決議するにあたっては､当社取締役会の判断の客観性および合理性を担保するた
め､独立委員会に対し､大規模買付者提供情報および取締役会による評価および分析結果を提供
のうえ､当社取締役会が決議しようとする具体的な大規模買付対抗措置について､その発動の是
非を諮問するほか､当社取締役会としての代替的提案の内容が相当か否か､その他当社取締役会
が判断すべき事項のうち､当社取締役会が独立委員会に諮問すべきと判断した事項を諮問する
ものといたします｡独立委員会は､当社取締役会の諮問にもとづき､取締役会による評価､分析結
果ならびに外部専門家の意見を参考にし､また判断に必要と認める情報等を必要に応じて外部
の第三者からみずから入手､検討して､以下の手続きに従い､当社取締役会に対する勧告を行う
ものといたします｡

(a) 大規模買付対抗措置の発動を勧告する場合
　独立委員会は､大規模買付者による大規模買付行為が下記⑷②に定める発動要件のいずれ
かに該当し､大規模買付対抗措置を発動することが相当であると判断した場合には､当社取締
役会に対して､原則として大規模買付対抗措置の発動を勧告いたします｡
　ただし､独立委員会は､いったん大規模買付対抗措置の発動を勧告した後も､大規模買付者
が大規模買付行為を撤回した場合､または当該勧告の判断の前提となった事実関係等に変動
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が生じた等の事情により､大規模買付対抗措置の発動が適切でないと独立委員会が判断した
場合には､大規模買付対抗措置の停止または変更の勧告を行うことがあります｡

(b) 大規模買付対抗措置の不発動を勧告する場合
　独立委員会は､大規模買付者の大規模買付行為の内容の検討の結果､大規模買付者による大
規模買付行為が下記⑷②に定める発動要件のいずれにも該当しないか､または該当しても大
規模買付対抗措置を発動することが相当でないと判断した場合には､当社取締役会に対して､
大規模買付対抗措置の不発動を勧告いたします｡
　ただし､独立委員会は､いったん大規模買付対抗措置の不発動を勧告した後も､当該勧告の
判断の前提となった事実関係等に変動が生じ､大規模買付者による大規模買付行為が下記⑷
②に定める発動要件のいずれかに該当すると判断し､大規模買付対抗措置を発動することが
相当であると判断するに至った場合には､大規模買付対抗置を発動することの新たな勧告を
含む判断を行い､これを当社取締役会に勧告することができるものといたします｡

(c) 取締役会評価期間の延長を行う場合
　独立委員会は､独立委員会が取締役会評価期間内に上記(a)または(b)に記載する勧告を行う
ことができない等の理由により､当社取締役会が取締役会評価期間内に大規模買付対抗措置
の発動または不発動の決議を行えないと判断した場合には､当社取締役会に対し､30日間を上
限として､当該大規模買付行為の評価または検討､大規模買付者との交渉および協議等に必要
と判断される合理的な範囲で取締役会評価期間を延長すること､当該延長期間内に独立委員
会が行う大規模買付対抗措置に係る勧告を受けたうえで大規模買付対抗措置の発動または不
発動の決議を行うこと等を勧告できるものといたします｡

（4）大規模買付対抗措置
① 大規模買付対抗措置の内容

　大規模買付者が大規模買付ルールに定める手続きに従うことなく大規模買付行為を行った場
合等､後記②に述べる一定の大規模買付対抗措置の発動要件をみたす場合は､当社取締役会は､独
立委員会の勧告を最大限尊重し､新株予約権の発行等､会社法その他の法令および当社定款によ
って認められる相当な大規模買付対抗措置を決議することができるものといたします｡
　具体的な大規模買付対抗措置として株主の皆様に対する無償割当ての方法によって新株予約
権を発行する場合の概要は､別紙２｢新株予約権の概要｣に定めるとおりといたします｡この新株
予約権には､一定割合以上の議決権保有割合の特定株主グループに属さないこと等の行使条件お
よび当社が特定株主グループ以外の者から当社株式と引換えに新株予約権を取得する旨の取得
条項を付する場合があります｡
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② 大規模買付対抗措置の発動の要件
　当社取締役会が､具体的な大規模買付対抗措置の発動を決議することができるのは､次の各号
に定める要件を具備する場合に限るものといたします｡
(a) 大規模買付者が意向表明書を当社取締役会に提出することなく大規模買付行為を行った場

合､大規模買付者が当社の求める情報を提供することなく大規模買付行為を行った場合､大
規模買付者が取締役会評価期間が経過する前に大規模買付行為を行った場合､その他大規
模買付者が大規模買付ルールを遵守しなかった場合は､当社取締役会は､大規模買付対抗措
置の発動を決議することができるものといたします｡

(b) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合は､当社取締役会が､大規模買付者提供情
報の内容を検討･評価した結果､当該大規模買付行為に反対の意見を有するに至ったときで
も､当該大規模買付行為につき反対意見を表明し､または当社グループの経営方針等につい
て当社取締役会としての代替的提案を提示することはあっても､原則として大規模買付対
抗措置の発動を決議しないものといたします｡
　ただし､大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合であっても､大規模買付行為が
当社グループの企業価値または株主共同の利益を著しく毀損すると判断されたときは､原
則として当社取締役会は相当な大規模買付対抗措置の発動を決議するものといたします｡
具体的には､次の各号のいずれかの類型に該当する場合には､当社グループの企業価値また
は株主共同の利益を著しく毀損する大規模買付行為に該当するものと考えます｡

ⅰ．当該大規模買付行為または経営権取得の目的が､真に会社経営に参加する意思がないにもか
かわらず､株価をつり上げて高値で株券等を会社関係者に引取らせることにある場合(いわ
ゆるグリーンメイラーの場合)

ⅱ．当該大規模買付行為または経営権取得の目的が､主として当社グループの事業経営上必要な
不動産､動産､知的財産権､ノウハウ､企業秘密情報､主要取引先､顧客等その他の当社グルー
プの資産を当該大規模買付行為に係る特定株主グループ(大規模買付者を含みます｡)に移譲
させること(いわゆる焦土化経営)にある場合

ⅲ．当該大規模買付行為または経営権取得の目的が､主として当社グループの資産の全部または
重要な一部を当該大規模買付行為に係る特定株主グループ(大規模買付者を含みます｡)の債
務の担保や弁済原資として流用することにある場合

ⅳ．当該大規模買付行為または当社グループの経営権取得の目的が､主として会社経営を一時的
に支配して､当社グループの所有する不動産､有価証券等の高額資産等を売却等処分させ､
その処分利益をもって一時的な高配当をさせるか､または一時的高配当による株価の急上
昇の機会を狙って株券等の高値売抜けをすることにある場合

ⅴ．最初の買付けで全株式の買付けを勧誘することなく､二段階目の買付条件を不利に設定し､
あるいは明確にしないで､公開買付けを行うなど､当社株主の皆様に当社株式の売却を事実
上強要するおそれのある買付行為である場合
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ⅵ．大規模買付者による支配権取得および支配権の取得後における当社の顧客､従業員その他の
利害関係者の処遇方針等により､当社株主の皆様はもとより､顧客､取引先､従業員その他の
利害関係者の利益を含む当社グループの企業価値を著しく毀損するおそれがあるまたは当
社グループの企業価値の維持および向上を妨げる重大なおそれがあると客観的､合理的な
根拠をもって判断される場合

ⅶ．買付条件(対価の価額･種類､買付時期､買付方法の適法性､買付実行の実現可能性､買付後に
おける当社従業員､取引先､顧客その他の利害関係者の処遇方針等を含みます｡)が当社グル
ープの企業価値の本質に鑑み著しく不十分または不適当な買付けである場合

③  大規模買付対抗措置の発動の手続
　当社取締役会が､上記②の具体的な大規模買付対抗措置の発動の是非を決議するにあたって
は､当社取締役会の判断の客観性および合理性を担保するため､外部専門家の助言も受けつつ､独
立委員会の意見､勧告を最大限尊重し､その勧告をふまえて当社グループの企業価値ひいては株
主共同の利益の確保または向上という観点から､以下の手順により大規模買付対抗措置の発動ま
たは不発動の決議を行うものとします｡なお､当社取締役会は､かかる決議を行った場合､当該決
議の概要その他当社取締役会が適切と判断する事項について､速やかに開示いたします｡
(a) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合

　当社取締役会は､大規模買付者が大規模買付ルールを遵守していない場合､大規模買付対抗
措置を発動すべき旨の独立委員会による勧告を最大限尊重のうえ､原則として大規模買付対
抗措置の発動を決議することができるものといたします｡ただし､大規模買付者が大規模買付
ルールを遵守していないことが客観的に明白であり､独立委員会による勧告が行われた後に
大規模買付対抗措置を発動することとすると当社グループまたは当社株主の皆様に著しい不
利益が生じる場合には､当社取締役会は､独立委員会の勧告がなくても､大規模買付対抗措置
を決議することができるものといたします｡

(b) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合
　当社取締役会は､大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合､原則として大規模買付
対抗措置の発動を決議しないものとしますが､独立委員会により､大規模買付行為が上記②
(b)各号の発動要件に該当し､大規模買付対抗措置を発動することが相当であるとして大規模
買付対抗措置を発動すべき旨の勧告がなされたときは､その勧告を最大限尊重のうえ､原則と
して大規模買付対抗措置の発動を決議するものといたします｡ただし､その場合でも当社グル
ープの企業価値ひいては株主共同の利益の確保または向上という観点から大規模買付対抗措
置を発動することが相当でないと当社取締役会が判断した場合は､大規模買付対抗措置を発
動しないこともあります｡
　また､当社取締役会は､いったん大規模買付対抗措置の発動の決議をした後または発動後に
おいても､大規模買付者が大規模買付行為を撤回した場合､または当該勧告の判断の前提とな
った事実関係等に変動が生じた等の事情により､大規模買付対抗措置の発動が適切でないと
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当社取締役会が判断した場合には､独立委員会の勧告を最大限尊重したうえで､大規模買付対
抗措置の停止または変更を行うことがあります｡具体的には､例えば､大規模買付対抗措置と
して新株予約権の無償割当てを実施する場合において､権利の割当てを受けるべき株主が確
定した後に､大規模買付者が大規模買付行為の撤回または変更を行う等､大規模買付対抗措置
の発動が適切でないと当社取締役会が判断した場合には､当該新株予約権の効力発生日まで
の間は､新株予約権の無償割当てを中止し､または新株予約権の無償割当ての効力発生後にお
いては､行使期間開始日の前日までの間は､当社が新株予約権者に当社株式を交付することな
く無償にて新株予約権を取得することがあります｡このような大規模買付対抗措置の停止ま
たは変更を行う場合には､当社取締役会は､独立委員会が必要と認める事項とともに速やかに
情報を開示いたします｡
　なお､当社取締役会は､必要に応じ､大規模買付者との間で大規模買付行為に関する条件改
善について交渉および協議を行い､当社取締役会として､株主の皆様に対し､当社グループの
経営方針等についての代替的提案を提示することもあります｡

（5）  本施策の有効期間ならびに廃止および変更
　本施策は､本総会において議案として諮り､出席株主の皆様の議決権の過半数の賛成を得られ
た場合に限り継続するものであり､有効期間は2026年６月に開催予定の定時株主総会終結の時
までといたします｡
　また､本施策の有効期間満了前であっても､当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益
確保または向上の観点から､関係法令の整備等の状況をふまえ､本施策を株主総会からの委任の
趣旨に反しない範囲で当社取締役会において随時修正･見直し(本施策に関する法令･金融商品取
引所の定める規則等の新設または改廃が行われ､かかる新設または改廃を反映するのが適切であ
る場合､誤字脱字等の理由により字句の修正を行うのが適切である場合その他当社株主の皆様に
不利益を与えない場合を含みます｡)をしたうえで､当社取締役会において本施策を廃止もしくは
変更する旨の決議が行われた場合､または当社の株主総会において本施策を廃止もしくは変更す
る旨の決議が行われた場合には､本施策は廃止または変更されるものといたします｡
　なお､当社は､本施策を廃止または変更した場合､速やかにその旨を開示いたします｡

（6）  法令の改正等による修正
　本施策で引用する法令の規定は､2023年５月８日現在施行されている規定を前提としている
ものであり､同日以後､法令の新設または改廃により､上記各項に定める条項ないし用語の意義等
に修正を加える必要が生じた場合には､当社取締役会において､当該新設または改廃の趣旨を考
慮のうえ､上記各項に定める条項ないし用語の意義等を適宜合理的な範囲内で読替えることがで
きるものといたします｡
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3． 本施策が株主および投資家の皆様に及ぼす影響について
（1）  大規模買付ルールが株主および投資家の皆様に及ぼす影響

　大規模買付ルールは､大規模買付者が大規模買付行為を行うにあたって従うべきルールを定め
たものにとどまり､その導入･継続時において新株予約権その他の株券等を発行するものではあ
りませんので､株主および投資家の皆様の権利･利益に影響を及ぼすものではありません｡
　大規模買付ルールは当社株主の皆様が､必要かつ十分な情報をもって大規模買付行為について
適切な判断をすることを可能とするためのものであり､当社の株主共同の利益に資するものと考
えます｡
なお､大規模買付者が大規模買付ルールを遵守するか否かにより､大規模買付行為に対する当社
の対応が異なる可能性がありますので､株主および投資家の皆様におかれましては､大規模買付
者の動向にご注意ください｡

（2）  大規模買付対抗措置の発動が株主および投資家の皆様に及ぼす影響
　大規模買付対抗措置を発動した場合でも､当該大規模買付行為に係る特定株主グループの株主
には､その法的権利または経済的利益に損失を生ぜしめる可能性がありますが､それ以外の株主
の皆様の法的権利または経済的利益には格別の損失を生ぜしめることは想定しておりません｡当
社取締役会が大規模買付対抗措置の発動を決議した場合は､法令および金融商品取引所の定める
規則に従って､適時に適切な開示を行います｡
　大規模買付対抗措置として株主の皆様に対する無償割当ての方法によって新株予約権の発行
がなされる場合は､当社取締役会で定めて公告する基準日における最終の株主名簿に記載または
記録された株主の皆様に対し､その所有株式数に応じて新株予約権が割当てられますので､名義
書換未了の株主の皆様には､当該基準日までに名義書換を完了していただく必要があります｡ま
た､新株予約権の行使に際しては､株主の皆様には､新株を取得するために､所定の期間内に一定
の金額の払込みを行っていただく必要があり､かかる手続きを行わない場合は､当該株主の皆様
の議決権保有割合が希釈化することになります｡ただし､当社が新株予約権を取得し､これと引換
えに当社株式を交付することができるとの取得条項が定められた場合において､当社が取得の手
続きをとったときは､取得の対象となる新株予約権を保有する株主は金銭を払い込むことなく当
社株式を受領することになります(なお､この場合､かかる株主には､別途､特定株主グループに属
する者でないこと等を誓約する当社所定の書式による書面をご提出いただくことがあります｡)｡
　なお､上記2．⑷③(b)で述べているとおり､当社は､例えば､大規模買付対抗措置として新株予
約権の無償割当てを実施する場合において､権利の割当てを受けるべき株主が確定した後におい
て､大規模買付者が大規模買付行為の撤回または変更を行う等､大規模買付対抗措置の発動が適
切でないと当社取締役会が判断した場合には､独立委員会の勧告を最大限尊重したうえで､当該
新株予約権の効力発生日までの間は､新株予約権の無償割当てを中止し､または新株予約権の無
償割当ての効力発生後においては､行使期間開始日の前日までの間は､当社が新株予約権者に当
社株式を交付することなく無償にて新株予約権を取得することがあります｡これらの場合には､
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１株当たりの株式の価値の希釈化は生じませんので､新株予約権の無償割当ての対象となる株主
が確定した後に１株当たりの株式の価値の希釈化が生じることを前提にして売却等を行った投
資家の皆様は､株価の変動により相応の損害を被る可能性があります｡

4． 上記の各取組みに対する当社取締役会の判断およびその理由
（1）  本施策が基本方針に沿うものであること

　本施策は､前記1．の基本方針に記載のとおり､大規模買付者に株主の皆様の判断に必要かつ十
分な情報を提供させること､さらに､大規模買付者の提案する経営方針等が当社グループの企業
価値に与える影響を当社取締役会が検討･評価して株主の皆様の判断の参考に供すること､場合
によっては､当社取締役会が大規模買付行為または当社グループの経営方針等に関して大規模買
付者と交渉または協議を行い､あるいは当社取締役会としての経営方針等の代替的提案を株主の
皆様に提示する等を可能とすることにより､当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を
確保し､向上させるための枠組みであり､当社の基本方針に沿うものです｡

（2） 本施策が株主共同の利益を損なうものではなく､また､当社の会社役員の地位の維持を目的とす
るものではないこと
　当社は､以下の理由から､本施策は､当社の株主共同の利益を損なうものではなく､また当社の
会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております｡

①企業価値ひいては株主共同の利益の確保または向上の目的
　前記1．で述べたとおり､本施策は､株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かについての適
切な判断をすることを可能とするため､かつ､当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益
に対する明白な侵害を防止するため､大規模買付者が従うべき大規模買付ルール､ならびに当社
が発動しうる大規模買付対抗措置の要件および内容を予め設定するものであり､当社グループの
企業価値ひいては株主共同の利益の確保または向上を目的とするものです｡
　また､前記2．⑶で述べた大規模買付ルールの内容ならびに前記2．⑷で述べた大規模買付対
抗措置の内容および発動要件は､当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保または
向上という目的に照らして合理的であり､当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確
保または向上に資するような大規模買付行為までも不当に制限するものではないと考えます｡

②事前開示
　本施策における大規模買付ルールの内容ならびに大規模買付対抗措置の内容および発動要件
は､いずれも前記2．⑵において具体的かつ明確に示したところであり､株主､投資家の皆様およ
び大規模買付者にとって十分な予見可能性を与えるものであると考えます｡

③株主意思の反映
　前記2．⑸｢本施策の有効期間ならびに廃止および変更｣で述べたとおり､本施策は､本総会に議
案として提出し､出席株主の皆様の議決権の過半数の賛成を得られる場合に限り継続するもので
す｡また､有効期間満了前であっても､株主総会または当社取締役会の決議によって､廃止または
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変更することができます｡
　したがって､本施策の継続､廃止または変更の是非の判断には､株主総会決議を通じて株主の皆
様の意思が反映されるものと考えております｡

④ 取締役会の判断の客観性･合理性の確保
　本施策においては､前記2．⑷②のとおり､大規模買付対抗措置の発動の要件として､客観的か
つ明確な要件を定めており､発動の要件に該当するか否かの判断に当社取締役会の恣意的判断の
介入する余地を可及的に排除しております｡
　また､本施策においては､前記2．⑷③のとおり､大規模買付対抗措置の発動の手続として､当社
取締役会から独立した独立委員会の勧告を最大限尊重するものとし､当社取締役会の恣意的な判
断を排除しております｡
　したがって､本施策においては､当社取締役会が大規模買付対抗措置の発動を決議するにあた
り､その判断の客観性･合理性を担保するための十分な仕組みが確保されているものと考えます｡

⑤ 買収防衛策に関する指針の要件を完全に充足していること
　本施策は､経済産業省および法務省が2005年５月27日に公表した｢企業価値･株主共同の利益
の確保または向上のための買収防衛策に関する指針｣の定める三原則((a)企業価値･株主共同の利
益の確保･向上の原則､(b)事前開示･株主意思の原則､(c)必要性･相当性確保の原則)を完全に充足
しております｡また､本施策は企業価値研究会が2008年６月30日に公表した｢近時の諸環境の変
化を踏まえた買収防衛策の在り方｣に適合しております｡

⑥ デッドハンド型やスローハンド型の買収防衛策ではないこと
　前記2．⑸の｢本施策の有効期間ならびに廃止および変更｣に記載しましたとおり､本施策は､当
社取締役会により廃止することができるものとされており､当社の株券等を大量に買付けた者が
指名し､株主総会で選任された取締役により廃止することができるものとされており､いわゆる
デッドハンド型買収防衛策(取締役会の構成員の過半数を交代させても､なお発動を阻止できな
い買収防衛策)ではありません｡また､当社は取締役の期差任期制を採用していないため､本施策
は､いわゆるスローハンド型買収防衛策(取締役会の構成員の交代を一度に行うことができない
ため､その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策)でもありません｡

以 上
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発行可能株式総数 25,000,000株
発行済株式総数 9,250,099株
株主数 6,658名

順位 株　主　名 当社への出資状況
持 株 数 持 株 比 率

１ 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）       671千株      8.02％
２ 北電工取引先持株会       445      5.32
３ 北電工従業員持株会       374      4.48
４ 株式会社 北陸銀行       331      3.96
５ 成川武彦       272      3.26
６ 株式会社 北國銀行       218      2.61
７ 株式会社日本カストディ銀行(信託口)       185      2.22
８ 前田建設工業株式会社       164      1.97
９ 株式会社 富山銀行       139      1.67
10 コーセル株式会社       112      1.35

別紙１
当社株式の状況(2023年３月31日現在)

大株主の状況

(注)　 1．株式数は､千株未満を切り捨てて表示しております｡
2．当社は自己株式878千株を所有しておりますが､上記大株主から除外しております｡
3．持株比率は､発行済株式の総数から自己株式(878千株)を除いて計算しております｡

以 上
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別紙２
新株予約権の概要

1．新株予約権付与の対象となる株主およびその割当条件
　当社取締役会で定めて公示する基準日における最終の株主名簿に記載または記録された株主
に対し､その所有株式(ただし､当社の保有する当社普通株式を除く｡)１株につき１個の割合で新
株予約権を割当てる｡

2．新株予約権の目的となる株式の種類および数
　新株予約権の目的となる株式の種類は当社普通株式とし､新株予約権の目的となる株式の総数
は当社取締役会で定めて公示する基準日における当社発行可能株式総数から当社普通株式の発
行済株式(当社の保有する当社普通株式を除く｡)の総数を減じた株式数を上限とする｡
　新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は１株とする｡ただし､当社が株式分割または株
式併合を行う場合は､所要の調整を行うものとする｡

3．割当てる新株予約権の総数
　割当てる新株予約権の総数は､当社取締役会が別途定める数とする｡当社取締役会は､複数回に
わたり新株予約権の割当てを行うことがある｡

4．新株予約権の払込金額
　無償とする｡

5．新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
　各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は､１ 円以上で当社取締役会が定める額
とする｡

6．新株予約権の譲渡制限
　新株予約権の譲渡については､当社の承認を要するものとする｡

7．新株予約権の行使期間等
　新株予約権の行使期間､取得条項その他必要な事項については､当社取締役会において別途定
めるものとする｡

8．新株予約権の行使条件
　①特定大量保有者(注１)､②特定大量保有者の共同保有者､③特定大量買付者(注２)､④特定大
量買付者の特別関係者､もしくは⑤これらの①ないし④の者から新株予約権を当社取締役会の承
認を得ることなく譲受けもしくは承継した者､または⑥これら①ないし⑤に該当する者の関連者
(注３)(以下｢非適格者｣といいます｡)は､新株予約権を行使することができないものとする｡その
他新株予約権の行使条件の詳細については､当社取締役会において別途定めるものとする｡

9．取得条項
　当社は､新株予約権の行使期間の初日の前日までの間いつでも､当社が新株予約権を取得する
ことが適切であると当社取締役会が認める場合には､当社取締役会が別途定める日において､
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全ての新株予約権を無償で取得することができるものとする｡
　当社は､当社取締役会が別に定める日において､非適格者以外の者が有する新株予約権のうち
当社取締役会が定める当該日の前営業日までに未行使の新株予約権の全てを取得し､これと引換
えに､新株予約権１個につきその対象となる株式数の当社株式を交付することができるものとす
る｡
　その他の取得条項の詳細については､当社取締役会において別途定めるものとする｡

10．新株予約権証券
　新株予約権に係る新株予約権証券は､発行しないものとする｡

(注１) ｢特定大量保有者｣とは､当社が発行者である株券等の保有者で､当該株券等に係る株券等保有
割合が20%以上である者､または､これに該当することとなると当社取締役会が認める者をい
う｡ただし､その者が当社の株券等を取得･保有することが当社グループの企業価値ひいては株
主共同の利益に反しないと当社取締役会が認めた者その他新株予約権無償割当ての決議にお
いて当社取締役会が別途定める者は､これに該当しないこととする｡

(注２) ｢特定大量買付者｣とは､公開買付けによって当社が発行者である株券等(金融商品取引法第27
条の２第１項に規定する株券等をいい､以下本脚注において同じ｡)の買付け等を行う旨の公告
を行った者で､当該買付け等の後におけるその者の所有(これに準ずるものとして金融商品取引
法施行令第７条第１項に定める場合を含む｡)に係る株券等の株券等所有割合がその者の特別関
係者の株券等の所有割合と合計して20%以上となる者､またはこれに該当することとなると当
社取締役会が認める者をいう｡ただし､その者が当社の株券等を取得･保有することが当社グル
ープの企業価値ひいては株主共同の利益に反しないと当社取締役会が認めた者その他新株予
約権無償割当ての決議において当社取締役会が別途定める者は､これに該当しないこととす
る｡

(注３) ある者の｢関連者｣とは､実質的にその者を支配し､その者に支配されもしくはその者と共同の
支配下にある者(当社取締役会がこれらに該当すると認めた者を含む｡)､またはその者と協調し
て行動する者として当社取締役会が認めた者をいう｡なお､｢支配｣とは､他の会社等の｢財務お
よび事業の方針の決定を支配している場合｣(会社法施行規則第３条第３項)をいう｡

以 上
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                                                                                                        別紙３
独立委員会規則の概要

1．独立委員会(本別紙において以下｢委員会｣といいます｡)は､当社取締役会の決議により設置さ
れる｡

2．委員会の委員は､３名以上５名以下とし､当社の業務執行を行う経営陣から独立している当社
の社外取締役または社外有識者の中から､当社取締役会が選任する｡

3．委員の任期は､選任のときから３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時
株主総会の終結の時までとする｡ただし､当社取締役会の決議により別段の定めをした場合は
この限りではない｡

4．委員会は､大規模買付者が提供する情報が十分なものであるか､大規模買付者が大規模買付ル
ールを遵守しているか､大規模買付対抗措置の発動要件を具備しているか､具体的な大規模買
付対抗措置の内容が相当であるか､その他当社取締役会が判断すべき事項のうち､当社取締役
会が委員会に諮問した事項および委員会が当社取締役会に勧告すべきと考える事項等につい
て検討･評価のうえ､委員会として決定を行い､その理由を付して取締役会に対して勧告する｡
委員会は､当社取締役会に対する勧告の前提として､大規模買付者に対する追加的な情報提供
の要求､大規模買付行為の提案があった事実の公表､大規模買付行為に関する条件についての
大規模買付者との交渉等を､当社取締役会に要請することができる｡

5．委員会の決議は､原則として､委員全員が出席し､その過半数をもってこれを行う｡ただし､委
員のいずれかに事故があるときその他やむを得ない事由があるときは､委員の過半数が出席
し､その過半数をもってこれを行うことができる｡

6．委員会は､必要な情報収集を行うため､当社の取締役､従業員その他委員会が必要と認める者
に対して説明を求めることができる｡

7．委員会は､当社の費用で､業務執行を行う経営陣から独立した第三者(ファイナンシャル･アド
バイザー､弁護士､公認会計士､税理士､コンサルタント､その他の専門家を含む｡)の助言を得
ることができる。

以 上
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別紙４
独立委員会委員の略歴

本施策継続時の独立委員会の委員は､以下の３名とする予定です｡

北之園 雅章(きたのその まさゆき:1959年８月24日生)
【略歴】

1988年  ４月  弁護士登録
             ４月  松尾綜合法律事務所入所
1997年  ６月  当社監査役
2003年  ５月  東京あおい法律事務所代表
2009年 11月  桜川綜合法律事務所弁護士
2017年  ６月  当社取締役監査等委員(現)
2022年  ９月  桜川協和法律事務所弁護士(現)

北之園雅章氏は､会社法第２条第15号に定める社外取締役です｡なお､同氏と当社との間に特別の利
害関係はありません｡

井村 一明(いむら かずあき:1956年11月１日生)
【略歴】

2016年  ７月  金沢国税局徴収部長
2017年  ７月  金沢国税局退職
2017年  ８月  税理士登録
2017年  ８月  井村一明税理士事務所所長(現)
2020年  ６月  中村留精密工業(株)監査役(現)
2021年  ６月  当社取締役監査等委員(現)

井村一明氏は､会社法第２条第15号に定める社外取締役です｡なお､同氏と当社との間に特別の利害
関係はありません｡

坂林 加奈子(さかばやし かなこ: 1981年８月19日生)
【略歴】

2006年 10月  弁護士登録
2017年  ７月  富山みらい法律事務所弁護士(現)
2023年  ４月  当社顧問弁護士(現)

坂林加奈子氏は､当社の顧問弁護士ですが､経済的依存度は極めて低く､独立委員としての独立性に
影響を与えるものではないと判断しております｡

以 上

－ 54 －



2023/05/25 12:54:26 / 22948492_北陸電気工業株式会社_招集通知_電子提供措置用

地図

野 村 證 券 ㈱ 富 山 支 店
富山市堤町通り１丁目４番３号
電話（076）421－7561㈹

●駐車場はご用意しておりませんので、車でのご来場はご遠慮くださ
いますようお願い申し上げます。
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